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新たなる〈地中海〉
(II): ：「イエスはわ
たしの親しい友」

聖ホョセマリアは、私たちの
悩みや困難を理解してくださ
る「偉大な友」であるイエス
様に伴われていることを、い
つも知っていました。なぜな
ら、イエスも人でもある」か
らです。
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２.「イエスはわたしの親しい友」



福音書にはさまざまな人たちと絶え
ず接しているイエスの姿が示されて
います。癒やされようとしてイエス
を捜し求める病人たち、赦しを願う
罪びとたち、好奇心から近寄ってく
る人たち、さらにはスパイまで……
しかし、主の最も近くにいたのは友
人たちでした。そのようにイエスは
弟子たちを呼んだのです、「わたし
の友人たち」（ルカ12・4）と。ラ
ザロの墓の前に立つイエスの姿は感
動的です、涙を流すイエスを見てユ
ダヤ人たちはこう言いました、「ご
覧なさい、どんなにラザロを愛して
おられたことか」（ヨハネ11・
36）。その数日後、最後の晩餐のと
き、イエスは自分が十字架上で死ぬ
ことの意味を説明します。「友のた
めに自分の命を捨てること、これ以
上に大きな愛はない」（ヨハネ15・
13）。そして、おそらく弟子たちが
驚いたのを見たために、こう付け加
えたのです。「もはや、わたしはあ
なたがたを僕しもべとは呼ばない。



僕は主人が何をしているか知らない
からである。わたしはあなたがたを
友と呼ぶ。父から聞いたことをすべ
てあなたがたに知らせたからであ
る」（ヨハネ15・15）。

わたしたちへの愛ゆえに、イエスは
わたしたちを友としてくださいま
す。聖霊の賜物が、わたしたちを神
との新たな関係のうちにおいてくだ
さるのです。わたしたちはキリスト
の霊を受けます、キリストの霊はわ
たしたちを父なる神の子どもとし、
イエスとの特別に親しい関係に導き
入れてくれるのです。そして、実際
に、わたしたちをキリストとひとつ
にしてくれるのです。けれども、そ
のことによってわたしたちの個性が
解消されるわけでも、わたしたちの
人格が消し去られるわけでもありま
せん。なぜなら、キリストとの一致
は、キリストの友として生きること
にあるからです。恵みによって、わ
たしたちは神との特別に親しい関係



に入ることができるようになりまし
た。わたしたちは神をその神秘のう
ちに知り、神のように振る舞えるよ
うになったのです。この知識と意向
との深い一致によって、わたしたち
は――あわれな被造物ではあります
が――聖アウグスティヌスが言って
いるように、わたしたちの最も奥深
いところで、身をもって神を知るこ
とができるようになったのです。そ
して、神と同じことを望み、求める
ことができるようになったのです。
まさにここにこそ、友としての生き
方があるのです、idem velle, idem
nolle ――同じことを愛し、同じこと
を退ける。

またひとつ新たなる〈地中海〉が

幼い頃から聖ホセマリアは、イエス
が友であり、特別な友であることを
学んでいました。彼はその経験を
『道』の中でこう記しています。
「流刑の地であるこの世の生活を忍



びやすくするため、あなたは語り合
いと愛情と交際の友人たちを求めて
いる。友人は時として裏切るが、友
を求めて悪いとは思わない。ところ
で、どうして、決して裏切ることの
ない〈偉大な友キリスト〉と共に過
ごし、共に語り合うことを、日毎よ
り熱心に求めようないのだろう」
[1]。

それは彼がずっと前に学んでいたも
のであり、伝記作家たちは、ホセマ
リアが神学校にいたあいだに霊的指
導で受けた助言と関連付けています
[2]。年を追うにつれて、彼はキリス
トとの友情という発見を深めていく
ことになります。その発展にとって
の重要な瞬間は、おそらく神との親
子関係という広大なパノラマが彼の
目の前に開かれたときだったので
しょう。セゴビアで黙想をしていた
とき、彼はこう書いています。「１
日目。神は私の父だ。――この考え
から離れることができない。イエス



はわたしの親しい友（またひとつ新
たなる〈地中海〉）、御心の神的狂
気の限りを尽くしてわたしを愛して
くださる友だ。イエス…… わたしの
神…… そして人でもある方」[3]。

彼はこれを「またひとつ新たなる
〈地中海〉」と表現しています（最
初の〈地中海〉は神の父性でし
た）、つまり、すでに知っていたは
ずのものが、新たな形で彼の目の前
に開かれたということです。この発
見は、聖ホセマリアにとって、まず
慰めの源となるものでした。1930年
代の初め、彼は1928年10月2日に示
された神の御旨を果たすという重大
な任務を抱えていました。すべての
人に伝えなければならないメッセー
ジを受け、それを教会の中でも実現
しなければならなかったのです。そ
れをするために、彼には「物的な手
段は何ひとつ無く、あるものといえ
ば26歳の若さと神の恵み、そして陽
気さ、ただそれだけでした」[4]。新



たな発見によって開かれたこのパノ
ラマを見ながら、彼は確信したので
す、自分一人だけでこの使命を果た
すのではないということを。イエス
が彼と共にいてくれたのです、友で
あるイエス、彼の不安も苦しみも完
全に理解してくれる、「人間」でも
あるイエスが。

イエスの御心は、聖ホセマリアに
とって、二重の意味で啓示でした。
第一にそれは「主の偉大な愛」の啓
示です、「イエズスの聖心は託身さ
れたされた神の聖心」だからです
[5]。第二にそれは、わたしたちが自
分の限界、困難、失敗を前にしたと
き、わたしたちを理解して下さるイ
エスの優しい御心という啓示です。
祈りのときに彼がたぶん経験したで
あろうことが、『道』に記されてい
ます。「イエスはあなたの友であ
る。最高の友である。あなたと同じ
生身の心をお持ちである。ラザロの
ために涙を流す……優しい眼差しの



持ち主である。そして、ラザロを愛
したように、あなたを愛しておられ
る」[6]。神であるとともに人でもあ
る方の、限りない、すぐそばに寄り
添って下さるこの愛は、いかなる状
況にあっても前進することを可能に
してくれる堅固な支えでした。また
それが、聖ホセマリアの内的生活全
体に、現実感覚と新たな切迫感を与
えもしたのです[7]。

すべての人に開かれている道

聖ホセマリアは、近づいてくる人た
ちに、キリストとの友情を深めるよ
う勧め、主と親しく付き合うために
は面倒な儀礼も複雑な方法も必要な
いと説明していました。友人と接す
るときのように、飾らずに近づけば
よいのだと。要するに、大好きな人
が共にいるとき、その人を愛する人
たちがするようにすればよいので
す。「キリストの友人たちがどれほ
どの愛情と信頼をもって主に接した



か、見ただろう。ラザロの姉妹は、
そうして当然だと言わんばかりに、
《連絡しましたのに。ここに居てく
ださったならば》と、もっと早くそ
こにおいでにならなかったイエズス
を詰なじる。信頼を込めてゆっくり
主に申し上げなさい。マルタとマリ
ア、ラザロのように友愛に満ちた接
し方をお教えください。最初のうち
はあまり超自然的な動機と言えな
かったにしろ、御身に付き従った十
二使徒のように接するには、どうす
れば良いのでしょうか」[8]。

聖ホセマリアのところにやって来た
若者たちは、彼がごく自然な態度で
主に語りかけ、他の人たちにもキリ
ストと親しく付き合うよう勧めてい
るのを見て、驚きました。生涯を通
じて聖ホセマリアは、飽くことな
く、人々にこの道を行くよう勧めた
のです。聖ホセマリアの教えについ
て最初に解説した人たちの一人が、
次のように書いています。「この友



情を築くためには、あなたも私もイ
エスに近づき、知り、そして愛さね
ばなりません」[9]。友情を深めるた
めには親しい付き合いが必要で、ま
さにそれが、友としてのイエスを発
見したわたしたちのなすべきことな
のです。「あなたは手紙を書き寄越
した。〈祈るとは神と話すことです
が、何について話したらいいので
しょうか。〉 何について？ 神につ
いて、そしてあなた自身についてで
ある。喜び、悲しみ、成功と失敗、
気高い理想、日々の心配事、……
数々の弱さ、さらに感謝と祈願、そ
して神の愛と償い。要約すれば、主
を知ることとあなた自身を知るこ
と、つまり〈親しく付き合う〉こと
である」[10]。

この言葉には、聖アウグスティヌス
の « Noverim Te, noverim me » （主
よ、 あなたを知ることができますよ
うに、わたし自身を知ることができ
ますように）[11]や、アビラの聖テ



レジアの「自分が神から愛されてい
ると知りつつ、その神と、ただふた
りだけでたびたび語り合う、友情の
親密な交換」[12]という言葉がこだ
ましています。つまり、イエス・キ
リストと個人的に親しく付き合うこ
とが内的生活の核心をなすものであ
り、社会の真っ只中で聖性を求める
者にとっては、日常生活のあらゆる
状況においてイエス・キリストと出
会い、キリストとたえず対話すると
いうことなのです。

これは実現不可能な理想ではありま
せん、多くの人たちがそれぞれの生
活の中で実行してきたことです。毎
日の仕事の中で、家庭生活の中で、
町中で、田舎で、山道で、海で……
どんなところでも、わたしたちはキ
リストを――わたしたちを待ってい
て、友として私達に寄り添ってくれ
るキリストを見出すことができるの
です。聖ホセマリアは数え切れない
ほど繰り返しています。「神の子ら



は観想生活を営まなければならな
い。すなわち、人ごみの喧噪のなか
で主と絶えず語り合いを続けるため
心の沈黙を持てる人、夢中になって
愛する父として友として主を見つめ
ることのできる人でなければならな
いのである」[13]。わたしたちの生
活全体が祈りのうちにあるのです、
何でも語り合う友人同士の会話のよ
うに。「使徒言行録にこうありま
す、復活後、主は弟子たちを集め、
彼らと語り合われたと。弟子たちが
尋ねることに応じて、いろいろなこ
とを話しました。団欒をしていたの
です」[14]。

わたしたちの生活を神との語り合う
ための話題とするこの親しい付き合
いに加えて、わたしたちは神をもっ
とよく知ことができるのです、神が
よりはっきりと御自分を示そうと望
まれた場所に神を探し求めることに
よって。そのうちの、三つの場所を
取り上げることにしましょう。



主の友たちが書き残したもの

福音記者たちは、聖霊から霊感を受
けて、主イエスの生涯の主な出来事
を書き残しました。聖ホセマリアは
イエスを熱烈に愛していた人でし
た、だから、「彼にとって聖書、と
くに福音書は、学ぶべきことが多く
て役に立つ良き書物というだけでな
く、キリストと出会う場所だったの
です」[15]。

最初のときから、オプス・デイでの
形成に与っていた人たちはすぐに理
解しました、この若き司祭は神との
親密な一致のうちに生きていると。
その親密さは彼の説教にはっきり現
れていました。「彼は、わたしたち
に話しかけるのと同じよう自然さで
聖櫃に向かい、神に語りかけていま
した。（…）わたしたちはまるで主
の弟子たち、使徒たちと一緒にそこ
にいるかのように感じたものです」
[16]。これは、彼がその後みなに勧



めていた聖書への接し方です。「あ
なたに助言したいと思います。祈り
の中で、福音書の色々な場面に、登
場人物の一人となって入りこみなさ
い。まず、心をしずめ、黙想に役立
ちそうな場面や秘儀を頭に思い浮か
べる。次に、想像力を働かせて主の
ご生活の具体的な一面を考える。た
とえば、いともやさしい主のみ心、
主の謙遜、主の純潔、御父のみ旨へ
の従順など。そうしてから、その点
について自分の場合どうなのか、い
つもどんなことが起こるのか、また
今はどうなのかを主にお話しなさ
い。そして、よく注意して耳を澄ま
していなさい。主は何かを教えよう
としておられるかもしれません。ま
もなく、あの内的な神の呼びかけを
きき、今まで気づかなかった点に気
づき、痛悔の心がわき起こってくる
ことでしょう」[17]。

この助言を通じて、彼は自分の心の
秘密を打ち明けたのです。聖書への



こうした接し方についてコメントを
しながら、福者アルバロ・デル・ポ
ルティーリョは次のように指摘して
います。「主イエズス・キリストを
始め、聖母マリア・聖ヨゼフ・十二
使徒・マルタ・マリア・ラザロ・ア
リマタヤのヨゼフ・ニコデモ・エン
マウスの弟子たち、聖なる婦人たち
などとの親しい交流は生き生きとし
ています。それはかれらとの間断な
き対話から生まれたもの、福音書の
舞台にもう一人の登場人物として
《入りこんだ》結果なのです」
[18]。

こうした祈り方の有効性は、多くの
聖人たちの生涯や教えによっても証
明されています。これは最近の教皇
様方が、霊的読書の実践とともに、
祈りつつ聖書に接することの重要性
を強調しつつ、推奨されてきたこと
でもあります。つまり、急がずに、
ゆっくりと時間をかけて福音書を読
むことが大切なのです。ある箇所を



読みながら、立ち止まって、「ここ
はどんなふうに場面が展開したのだ
ろう？」と考え、「もう一人の登場
人物として」舞台に入りこむので
す、そこに登場する人物たちの顔
を、イエスの顔を想像しながら。そ
のときわたしたちは、イエスの言葉
の意味をとらえようとし、場合に
よっては説明が必要であることも意
識するのです、聖書は古代のテキス
トであり、わたしたちのものとは異
なる文化のもとで書かれた書物だか
らです。それだからこそ、聖書は
しっかりとした註がついた版を使う
こと、そして、福音書や聖書につい
て書かれた良い本を参照することが
重要になるのです。

それから、テキストをまた読み直
し、こう尋ねてみるのです。「《主
よ、このテキストはわたしに何を
語っているのですか。そのメッセー
ジによって、わたしの生活の何を変
えようとなさっているのですか。こ



のテキストの何がわたしを煩わせる
のでしょうか。どうしてここに興味
がもてないのでしょうか》。あるい
は、《なぜわたしはこのテキストが
気に入ったのだろう。このみことば
の、何がわたしを駆り立てるのだろ
う。何がわたしを引き付けるのだろ
う。なぜ引き付けられるのだろ
う》」[19]。わたしたちは、身近に
いる誰か――わたしたちを必要とし
ている誰かのことを考えるかもしれ
ませんし、別の誰かに謝らなくては
いけないということを思い出すかも
しれません…… そして最後に、こう
尋ねるのです。イエスがこのテキス
トの中でわたしに勧めていることに
対して、わたしは自分の人生におい
てどのように応えることができるだ
ろうか？ 「よく注意して耳を澄まし
ていなさい。主は何かを教えようと
しておられるかもしれません。まも
なく、あの内的な神の呼びかけをき
き、今まで気づかなかった点に気づ
き、痛悔の心がわき起こってくるこ



とでしょう」[20]。そしてわたした
ちは、愛を感じたり、もっと寛大に
自分を捧げたいと思ったりもするで
しょうし、また常に、主がわたした
ちのそばにいてくださるという確信
をもつことができるでしょう。主の
生涯をこのように観想することはキ
リスト者にとって大切なことです、
なぜなら観想は、「わたしたちが自
分の中で、神が現実を見るのと同じ
ようなしかたで、現実を真に賢明な
識別をもって見る見方を作り出し、
自分の中に《キリストの思い》（1
コリント2・16）を形造ることを目
指」[21]すからです。

確かに、聖書を通じてイエスと親し
く付き合う方法は、他にもたくさん
あります。それで聖ホセマリアは、
一つのやりかたを勧めるのではな
く、黙想や観想に役立ついくつかの
実際的な助言を与えるのにとどめつ
つ、そうやってわたしたちを「愛や
苦しみの祈り、本物の祈りの豊かな



実りである感謝、願い、決心」[22]
へと導いていたのです。

主は聖櫃の中でわたしたちを待って
おられる

「聖櫃に近づくときには、主が二十
世紀も前からあなたをお待ちである
ことを考えなさい」[23]。聖体はイ
エス・キリストと出会い、イエスと
の友情を深めるための特権的な
「場」であることは間違いありませ
ん。それは聖ホセマリアがたどった
道でもあります。キリストの生きた
現存に対する彼の信仰は、ご聖体を
前にしたときの彼のあらゆる仕草に
現れていました。エンカルニータ・
オルテガは1940年代に聖ホセマリア
と出会っていますが、好奇心から参
加した最初の黙想会で彼の説教を聞
いたときのことを、こう思い出して
います。ホセマリア神父が「とても
自然に心を集中し、聖櫃の前でひざ
まずいて、黙想の前の始めの祈りを



ゆっくりと唱えながら、主がそこに
おられ、わたしたちをご覧になり、
わたしたちの言葉を聞いておられる
ことを意識するよう勧められるのを
聞いて、名高い説教師の話を聞きた
いという望みはすぐに忘れてしまい
ました」、その代わりに心のうちに
湧き上がってきたのです、「神が語
られることに耳を傾け、神に対して
寛大になりたいという気持ちが」
[24]。

聖ホセマリアがミサをあげるのを見
た人たちも皆、同じように思い出を
語っています。「パドレがミサをあ
げるしかた、集中し、心を込めて祈
りを唱え、少しも気取らず、ひざま
ずき、丁寧に典礼を行ってゆく姿
に、わたしは感動しました。神がこ
こにおられる、実際におられるのだ
と」[25]。彼が何か特別なことをし
たわけではありません、その立ち居
振る舞い、深い祈りと潜心が人の心
を打ったのです。わたしたちもその



ように神に向かうことができます、
もしもわたしたちが「親しい友」で
あるキリストはご聖体のうちに実際
におられるのだということを確信を
もって生きるなら。オプス・デイの
最初の学生寮の聖櫃にようやくご聖
体を安置することができたとき、寮
生たちにパドレはこう言いました、
神が「もう一人の寮生に、第一の寮
生になってくださったのです。そし
て皆に勧めました、それぞれイエス
と共に時を過ごし、イエスに付き添
いましょう、DYA学生寮から出掛け
るとき、帰ってきたときにはイエス
に《挨拶》しましょう、あるいは心
の中で自分たちの部屋から聖櫃に馳
せよりましょうと」[26]。

ささやかなことですが、たとえば次
のようなことを心にかけて実行する
なら、わたしたちの信仰を表し養う
ことになるでしょう――教会を見た
ら神に心を向ける、聖体訪問する、
心を集中してミサに与る、心の中で



聖櫃を思い、主に挨拶し仕事を捧げ
る…… 確かにささやかなことではあ
りますが、わたしたちが自分の友人
たちに対して実行していることでも
あります、会いに行くとか、メッ
セージを送るとかして。

身近な人たちのうちに現存するキリ
スト

愛の掟はキリストに従う者たちに特
有の標です。それは単なる生き方に
とどまりません、身近な人たちのう
ちにイエス・キリスト自身が現存す
ると信じることから生まれるもの、
主の教えに深く根ざしたものなので
す。イエスは繰り返しわたしたちの
注意を促しています、わたしたちを
必要としている人々――それぞれの
仕方でわたしたちを必要としている
すべての人――の世話をすること
は、実はイエス自身に対してしてい
ることなのだと[27]。だからこそ、
「兄弟である人々を見て、私達との



出会いをもとめて来られるキリスト
に気が付」[28]くことが大切になる
のです。

聖ホセマリアは、何よりもまず、困
窮している人たちのうちにおられる
キリストと出会おうとしました。
1930年代の初め、彼は多くの時間
を、マドリッド郊外の貧困家庭を訪
問すること、首都の病院にいる病人
たちの世話をすること、貧しい子供
たちに要理を教えることに費やしま
した。後に彼は、オプス・デイに近
づいてくる若者たちに、こうした世
話がどれほど急を要することかを伝
えようとしています。そして、これ
らの若者たちも、パドレが自分たち
に対して神的かつ人間的な愛情を抱
いていることを感じ取っていまし
た。たとえばフランシスコ・ボテー
リャは、パドレとはじめてあったと
きのことをこう語っています、――
パドレは「ずっと以前からわたしの
ことを知っているかのようにして迎



えてくれました。今でも覚えていま
す、わたしの心の奥まで見通すよう
なあの深い眼差し、わたしを平和と
喜びで満たしてくれるあの喜びを。
この人はわたしの内的生活まで知っ
ているのだと感じました。それと同
時に、すべてがごく自然に運んで
いったので、まるで自分の家にいる
ときのようなくつろいだ気分でし
た」[29]。別の若者は、それほど感
傷的な性格ではないのですが、こう
言っています。「パドレはわたした
ちを、母親でもできないほどよく世
話してくれました」[30]。

これら若者たちすべてのうちに、貧
しい人たちや病人たちに対してと同
じように、聖ホセマリアは「友なる
方」を見出していたのです。何年も
あとになって、「子どもたちに囲ま
れ、物思いにふけるようにして、彼
はこう尋ねた、《子どもたち、なぜ
わたしがあなたたちをこれほど愛し
ているか、分かりますか？》 短い沈



黙のあと、パドレはこう続けた、
《あなたたちのうちに、キリストの
血がたぎっているからです》」
[31]。「友」であるイエスは、身近
にいる人たち、とくに困窮している
人たちのうちにおられるイエスと出
会うよう、彼を導いたのです。わた
したちもまた、福音書やご聖体のう
ちだけでなく、「除け者にされた人
たち一人ひとりのうちにおられる、
十字架につけられたイエスに仕える
ように、排除され、飢え、渇き、裸
で、牢に入れられ、病気で、仕事が
なく、迫害され、住みなれた土地を
追われ、移住する人たちのうちにお
られる、その聖なる御体おんからだ
に触れるように、招かれているので
す」[32]。
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